
今回は、移動のため頻繁にエレベーターを使用する私が、心がけていることを２点紹介します。
１つ目は「降りた先の経路をイメージすること」です。１人での電車移動にまだ不慣れだった時期に

は、駅員の方からのエレベーターの案内を聞き間違える失敗がありました。乗車に手間取り、申し訳
ない気持ちでいっぱいでした。また、商業施設の案内図を安易に頼り、目的地と真逆の地点から乗っ
てしまったこともあります。「エレベーターに乗ったら、大丈夫」という考えを改めるきっかけになり
ました。
２つ目は「適切なコミュニケーションをとること」です。たとえば、既に何人かエレベーターに乗っ

ているとき、私が後から車いすで乗れるか判断がつきにくいことがあります。そのような場合は、声
やジェスチャーで「先に行ってください」と早めに合図します。行き先階のボタンを押す、車いすが乗
り降りするスペースを空けるといった、周りの方々からの配慮に感謝するだけでなく、お互い快適に
移動するための行動を心がけたいです。（小鹿）

第26回「エレベーターを、快適に使うために」

車いす
使用の職員
発信

善意のご寄付
ありがとうございました

4月1日～7月31日現在

合計1,669,112円
（敬称略・順不同）

エス・ビー建材(株)  / 伊藤　二作 /
(株)一宮看板店 / 坂井田ビル /
中部経済新聞　尾張支社 / 
朝日西小学校　昭和48年度卒業　同窓会 / 
ダイセーロジスティクス(株) /
ユニー(株)ピアゴパワー妙興寺店 / 
ユニー(株)ピアゴ尾西店 / 森　末治 / 
ユニー(株)アピタ一宮店 /
ユニー(株)アピタパワー木曽川店 / 他匿名４件

ご協力ありがとうございました。

会費納入金額
50,355,880円

7月31日現在

　地域福祉への参加の一環として、本年度も
会員加入および会費のご協力をいただき、誠
にありがとうございました。
　いただいた会費は、全額を各連区に設置さ
れている社会福祉協議会各支会を通じて、敬
老会や見守り活動など地域福祉推進のための
取り組みに活用させていただきます。

令和 7年度
一宮市社会福祉協議会会費

学費でお困りの方に 教育支援資金のお知らせ

貸付上限額・主な使途
教育支援費(就学に必要な費用) 就学支度費(入学に必要な費用)

低所得世帯の方へ学校教育法に規定する高等学校、大学または高等専門学校への就学に必要な費用
を無利子で貸し付ける資金です。

○返済期間：20年以内　○実施主体：愛知県社会福祉協議会
※貸付には審査があり、申込みから資金交付まで約1か月かかります。
　希望するすべての方にお貸しできるものではありません。
　要件・条件がございますので、まずは本部へご相談ください。　　　　【問合せ】本部 ℡85-7024

高校
短大・専門学校

大学

35,000円/月
60,000円/月
65,000円/月

授業料・
施設整備費等

500,000円
※入学時のみ

入学金・
制服代等

ボランティア情 報スペ ース

ボランティア
ひろば

「いちのみやの社会福祉」に新しい情報スペースが誕生しました！
地域のボランティア活動をもっと身近に、もっと楽しく♪ボランティアをしている皆さんから

の、募集情報やイベント案内をお伝えしていきます！

このコーナーは本会ボランティアセンター登録団体・未掲載の団体を優先して情報を掲載させて
いただきます。掲載を希望される団体（非営利団体に限る）は本部までご連絡ください。

掲載手順
① 電話もしくはメールで掲載のご相談
② 掲載内容用紙をメールもしくはFAXでご提出
③ 内容確認、数回の校正作業後、掲載

【問合せ】本部 ℡85-7024　FAX 85-7025　メール chiiki@138sk.org

おもいをつたえあう場【まんまる】
ボランティアグループ『しょうがいを地域で考える・一宮っ子の会』から、参加者募集の

お知らせです。発達のおくれなど気になるお子さんやしょうがいのあるお子さんを頑張って
育てている保護者の方、周りで子どもたちを支えてくださっている方々、肩の力、心の重さ
を取り払って子育てについて話し合いませんか?
●しょうがいの種別に関わらず、悩みや喜びを共有できる自由な話し合いの場です。
【日時】10月7日(火)10:00～12:00　
→場所：特別養護老人ホームちあき第2　1階交流スペース（一宮市千秋町小山山王21-1）
【日時】11月27日(木)、2026年2月18日(水)いずれも10:30～12:00　
→場所：NPO法人　そえ樹（一宮市島崎1-8-9）
※参加費は全日程300円（お茶菓子付き）

【問合せ】℡090-5456-5751（代表：柴田まで）　　　　　　　

手作りのお手玉差し上げます
ボランティアグループ『木曽川ほっぺの会』が活動の一環で製作さ

れたもので、これまで福祉施設や学校などに寄贈されています。
今回は“介護予防や昔遊びの機会などで広く活用してほしい”とお話が

ありました。1袋5個入りのものを市内の福祉施設や団体等には10袋ま
で、市内在住の個人の方には1袋を木曽川支部にて配付します。
希望される方は、10月1日以降に下記URLまたは右記二次元コードか

ら申込みフォームで申し込み、もしくは木曽川支部（℡
87-2000）までご連絡ください（先着418袋）。
https://forms.gle/f4RtKQa8ivJhmTJx9

（いずれの申込方法も受付時間は平日の8:30から17:00
まで）

『しょうがいを地域で考える・
一宮っ子の会』ウェブサイト
『しょうがいを地域で考える・
一宮っ子の会』ウェブサイト

『寄贈されたお手玉
の数の累計はなん
と8000個以上！

『寄贈されたお手玉
の数の累計はなん
と8000個以上！
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